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The Signiﬁ cance of a Task to Improve Language Skills
―From the Viewpoint of the Abilities and Active Learning―
　変化が激しい新しい時代に向けてこれまでに掲げられてきた育成すべき様々な資質・能力について振り
返り、言語能力の位置付けを確認する。教育機関においては学習指導要領や中央教育審議会による指針が




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































４） 中央教育審議会が平成 20 年 12 月 24 日に答申した「学
士課程教育の構築に向けて」において示される。
５） 平成 21 年１月 20 日に行われた学術分科会（第 29 回）・
学術研究推進部会（第 22 回）合同会議での配付資料
による。
６）平成 18 年１月 20 日付け
７） 平成 30 年２月付けの「人生 100 年時代の社会人基礎
力について」の提言による。




28 年 12 月６日開催。資料は平成 28 年３月９日付け。）
９） 中央教育審議会による答申「今後の学校におけるキャ
リア教育・職業教育の在り方について」による。平


























13） 平成 28 年８月 26 日付けの報告による。













れ、”Active Learning: Creating Excitement in the 
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